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昆虫性フェロモンの生成源についての証明:食事中

の性フェロモンの存在

EvidcnceforOriginofInsectSexPheromoncs:

PrcscnceinFood Plants.LB.HENDRY,J.K.

WICIIMANN,D.M.HINDENLANG,R.0.MUMMA,

M.E.ANDERSON,Scfcncc,188,58(1975).

ハマキガの1壬屯 oak leafrollermoth(OLR),
ArcllJ'bssemifeTanuSWalkerは,米国北東部の森林

に多大の被告を及ぼす苦虫である.前報 (Science,

187,355,1975)でOLRの性フェロモンは.(Z)-10-
tetradecenylacetateが主成分で,その他にいくつか

の二韮結合の位置の異なるtetradecenylacetateが

付随していることを示し,合成した tetradecenyl

acetateの野外誘引試験では.A3,A4とA9,AIO,All

が有効であることを兄山した.

さらに,OLRの雌成虫の抽出物から21の tetra･

decenylacetatcの男性体を確認し,そのうち17が野

外試験で雄を誘引することを見出した.野外試験の際

に気づいたことであるが雄成虫は,食串のカシのJll'Sに

対しても牲的に興懲して反応し,特に幼虫が加召した

3mに対してそのような反応を示すものが多い.この反

応は.岬山体の粗拙山物に対するのと全く同じで,脱
却来航をつきだし,その先端をまげ,羽をばたつかせ,
hairpcncilをつきだして.FJSのIi!側にこすりつける.
このような現象は,カシのIRに.性フェロモンと同じ

成分が71-･在していることを示唆している.

カシ,その他の植物のJh3を,新鮮なまま磨砕し,規

化 メチレンで抽出後,tetradecylacetate,tetra･

decenylacetate部分をTLCでかきとり,さらに,

GLCで分収した.化合物の同定には,GCIMSを快

い,
196,M◆A-CHsCOOIi

194.M'B-CHaCOOH

166.M'zl-CHaCOOH-C2114

61,CHaCOOH2+

(MA:Tctradccylacctatc,M8:Tctradeccnyl
acetate)

のTi並数について.マス･フラグメントグラムを記

録した. もし, これらのTI正数のピークが,撚準の
tetradecylacetateあるいは,tetradecenylacetate

と同じscannumberである時には,確認のために,

賀正スペクトルも記録した.その結#,OLRの金印

である blackoakは,10-tetradecenylacetateを合

すiL,tetradecenylacetateの主成分を占めることが

示された.また,他種のカシの矧こも,tetradeceny1
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acetateが含まれているが,いくつもの氾合物であっ

て,年別こ主成分とみられる tetradeccnylacctatcは

なかった.このことは.blackoak以外の孤のカシか

ら採班t./た幼虫から成Lfi-した雌の性フェロモン成分と

も一致している.また,tetradecylacetateは,カシ

の木一般に存在し,性フェロモンとは認められない.

食串と性フェロモン成分との関係は,-'I':人工飼料こ

よる飼育でも碓められた.アルファルフ7や21E射IIL'

で飼育したOLRの雌からは,全くtetradecylacetate.

tetradecenylacetateは検出されなかったし,雌Tl,粥
懲させることもなかった.しかし,カシのJiXSをu合し

て.麦芽出しで飼育した時には,マス･フラグメント

グラフィーでフェロモンを検出し,雄にも活性をイすす

ることが判った.従って,性フェロモンは,介lTiから
噸成虫に取り入れられたことが明らかとなった.

災合フェロモンでは,食餌から取り入れた化合物が

役割を果していることが解明されているが,カシのTjS

を食告するハマキガによって性フェロモンが金串から

由来することが実験的に証明された. (高橋正三)

ツェツェバ工の異性認知フェロモン

Sex Recognition Pheromone inTsetse Fly

GLossinamol･Sitans.P.A.LANGLEY,R.W.PIMLEY,

D.A.CARLSON,Nature,254,51(1975).

ツェツェバ工のオスはメスの動きによって性的則TI亨

を悲き起す.この配偶行動を詳しく祝訳した紙ni,メ
スの認知はAiなる相手の動きだけでなく,イエバエで

明らかにされたような比較的近b!rl離で作用する只性認

知フェロモンの存在が予想された.

これを証明するために,メスの死体などを用い,オ

スの反応を調べた.性的成熟したオスは新鮮なオスの

死体には全く反応を示さないが,メスの死体に対して

は完全な交尾行動が高い率で認められた.･また.メス

の体表をヘキサンなどの非極性有機溶媒で洗Tyrすると,

これに対してオスの交尾行動はみられなかった.次に

メスの体表抽出物をオスの死体あるいは人近ダミ-に

被田する処理を施したところ,指紋性のある軌 ､活性

を発夢ル た.以上の郁夫は,明らかに性フェロモンの

存･在を示すものであり,イエバエの場合と関は,メス

体表の非極性胎TI巾に含まれるものと考えられた.

フェロモンとの朋逆性から体裁の炭化水訪…組成をガ

スクロマトグラフ法により分析した紹柴,炭素数31個

および38個を主体とした成分から成り,炭素数30個以

下を主体とするイエバエの場合とは著しく異なってい

た. (西田律夫)


